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榊弼鳴蕩　竹内的な羽蟻稀

最後の追い込；
m出髄細II職耕静漁事く軸軸　酬魯

自地場大金

◆　自治労第的国定翔太会始まる

ぶて∵肇敬言・1・’轡

畠拍静粛帝国怒期大会が8月別田、長野市

のビッグハットで始まった。もら搬入の自治労

組合員が緒集し、本日訪日までの開催。

今大会のメインスローガンは、rひとりひと

りのカ」、サブスローガンはr自治体と公共サ
ービスを再建し、大農災からの復興と持続可能

な日本社会の創達をなしとげようj r現場から

運動と組織を強化し、新時代の労使関係を切り

拓こうJとなっているや

東日本犬養鈍を受け、災音に強い公共サービ

スのあり方が問い証され、さらに軋自律的野

焼関係制度のスタートが日劇となるなかでの

定期大金であり、真鬱な義漁が期待される．

初日は、経過報食などの質疑討論と乗膠、第

1号議案r加潤一紗13年度運動方針（秦）Jか

ら第6号畿東までの護集と賓疑討論が行われ

た。
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空相碩輌滝軌那槻削清駅軸、獅鵬いよう緋に芳弘軌よう。
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